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一般質問

11人の議員、町政を問う

委員会活動

常任委員会・特別委員会で先進地を視察・研修

議会活動

まちびとインタビュー

常任委員会活動に基づく提言書を提出

14ページ

20 ページ

23 ページ

予算審議

令和7年度予算可決2ページ

議会にあなたの声を28 ページ

審議結果

64の議案等を可決・同意・適任6ページ

高校でも音楽を楽しむ学生たち

常総学院高校の音楽室常総学院高校の音楽室
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その他の自主財源 13.6%
　30億6,724万5千円
（29億6,283万4千円）

地方交付税 4.0%
9億1,000万1千円
（10億1千円）

国庫支出金 15.3%
34億5,591万円　  

（28億5,999万3千円）

県支出金 6.9%
　15億5,357万5千円
（15億3,762万5千円）

町債（町の借金）10.2%
22億9,710万円

（22億4,090万円）

その他の依存財源 8.4%
　18億8,980万8千円
（17億7,528万4千円）

町税 41.7%
　94億636万1千円
（87億6,736万3千円）

農林水産費 1.7%
　3億7,837万3千円
（3億7,367万8千円）

商工費 1.5%
3億4,769万5千円

（2億7,353万3千円）

土木費 9.4%
　21億2,850万7千円
（23億4,483万3千円）

消防費 3.6%
　8億2,411万6千円
（7億7,477万2千円）

教育費 16.9%
　38億1,491万5千円
（40億4,250万1千円）

災害復旧費 0.0％
1千円

（1千円）

予備費 0.1%
2,000万円

（2,000万円）
公債費（借金の返済）7.1%
   16億301万6千円
（16億803万3千円）

諸支出金 0.6%
　1億3,088万2千円
（1億1,311万7千円） 議会費 0.8%

　1億7,403万2千円
（1億6,882万3千円）

総務費 10.9%
24億6,438万1千円

（20億9,147万4千円）

衛生費 6.3%
　14億1,953万5千円
（14億9,727万7千円）

民生費 41.1%
　92億7,454万7千円
（78億3,595万8千円）

一般会計歳入（225億8,000万円）

※（　）内は、前年度予算額となります。
　パーセント（％）は、小数点第２位を四捨五入しております。

一般会計歳出 （225億8,000万円）

令和７年度予算はこのように審議された予 算
審 議

◎歳入　繰越金（前年度繰越金） ４億円
令和 7年度一般会計予算は 225 億 8,000 万円で、

前年度と比べて 6.8％、14億 3,600 万円増となった。問 �繰越金４億円の内容はなにか。
答��今年度決算見込みで４億円の残金
が出る見込みなので予算計上した。

問 �地方財政法では歳入歳出の決算上
剰余金が生じた場合、その 2分の
1を下回らない金額を財政調整基
金や地方債の償還財源に充てなけ
ればならないが、適切に処理して
いるか。

答��これまで町では、財政調整基金の
取崩し・積立てについて、歳入・歳出
の両方で予算計上することは分かり
にくくなることなどの理由から、前
年度の繰越金の半分を積み立てる
ことはしていなかったが、不適切で
はないかとの指摘があったので、今
後検討する。

◎歳入　国庫補助金（埋蔵文化財緊急調査費補助金） 171 万 3 千円

問 �例年、計上額が変わらないが、国庫補助金は固定なのか。
答��埋蔵文化財緊急調査のための重機の借上げ一式を毎年同じような形で 35回分計上している。

問 �歳出の埋蔵文化財保護事業では調査委託料として 440 万円余りが計上されているが、国の補助率が２
分の１であれば、歳入の額は 220万円になるのではないか。

答��歳出には、通常行う調査の調
査料の他に、新たに実穀の
牛久阿見インターチェンジ周
辺地区の調査料を含んでいる
が、歳入にはその分が入って
いない。県と協議しながら適
正な形で執行したい。

問 �埋蔵文化財緊急調査費国庫補
助要項の補助対象事業の規定
では、牛久阿見インターチェ
ンジ周辺地区のような大規模
調査の場合はもっと増額でき
るのではないか。

答��内容をさらに確認し、適正な
形で進めたい。

牛久阿見インターチェンジ周辺地区

牛久阿見インターチェンジ

牛久阿見インターチェンジ周辺地図
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財政調整基金
R6～9年度は見込
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繰越金

繰越金の推移（年度別・決算ベース）

財政調整基金の推移

令 和 7 年 度 予 算 可 決

予算額
一般会計 225億 8,000 万円

特
別
会
計

国民健康保険 49億 9,000 万円
介 護 保 険 42億 7,500 万円
後期高齢者医療 13億 3,100 万円
小　計 105億 9,600 万円

企業会計 52億7,024万6千円
総　計 384億4,624万6千円

▼自主財源と依存財源
『自主財源』は、町が自主的に得られる財源で、
町税・諸収入等です。
『依存財源』は、国や県から交付される財源で、
地方交付税・国庫支出金・県支出金等です。
自主財源の割合が高いほど、安定した自主性
のある行政運営が行えます。
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◎歳出　スポーツ大会事業（賞賜金） 300 万円

問 �賞賜金については、スポーツの全国大会に出場する場合、町内
に主たる拠点を置く団体に所属する場合と町外に主たる拠点を
置く団体に所属する場合、３倍もの開きがあると全員協議会で
説明していた。「所属団体が町内、町外で差をつけるのは不合
理だ」と指摘し、調査したところ、そうした複雑な仕組みを取っ
ている自治体はなかったが、なぜこのような制度なのか。

答��近隣市町村における制度を確認した結果、所属団体が市内か市
外かで差を設けている自治体はなかった。要綱を修正し、区分
を設けないことにする。

予算決算特別委員会では、令和７年度当初予算の審議に当たって、前号で報告した４事業のうち「財
政調整基金」、「不用額」、「スポーツ大会事業」について、委員会としての質疑を行った。質疑に対する
答弁を受け、これらのうち「財政調整基金」については、附帯決議を行うことを決定し、本会議におい
て可決後、議長から町長に提出した。

令和７年３月18日 阿見町役場附帯決議を提出

附帯決議提出の様子

附帯決議の
詳細はこちら→

◎歳出　非常備消防事業（電算システム使賃料） 247 万 5 千円

◎歳出　教育相談センター運営事業（施設等修繕料） 10 万円

◎歳出　公共交通推進事業（負担金） 2,322 万 7 千円

問 �消防団アプリの導入に伴う予算ということだが、
初期導入費用のみの計上か。ランニングコストは
どのようになっているか。

答��導入経費が 198 万円、年間の保守経費が 49 万
5,000 円。保守経費は導入予定時期の７月以降の
分で計算しているため、令和８年度は若干高くな
るが、基本的にはランニングコストだけで推移し
ていく。

問 �消防団アプリの導入によって、災害発生時の場所
や消防水利の場所を地図上に落とし込めるとのこ
とだが、防災井戸の場所などの情報を足していく
ことは可能か。

答��当初の設定には入っていないが、開発業者と協議
をして、必要なものについては今後導入していく
方向で検討したい。

問 �教育相談センター「やすらぎの園」については、施設の備品など老朽化したものがかなりあるが、その
更新について、現場からのヒアリングなどどのようになっているか。

答��令和５年度に相談室の壁や天井の防音工事、学習室の床の一部の修繕工事などをしている。老朽化した
ものの更新等については、教育相談センターからの要望を聞きながら、必要に応じて対応していきたい。

問 �数百万円の予算で対応できるところも多い。LED
化が抜けているところもあるようだが、SDGs で
地球温暖化防止の大号令をかけているわけだから、
どんどんやらなくてはいけない。現場も、利用す
る児童生徒も困るので、現場からのヒアリングを
して、財政状況と比較して、しっかりとやってほ
しいと思うが、どうか。

答��これからは、さらに職員たちのヒアリング等を重
ねて、実際の施設からの要望に応えていくような
予算措置を考えていく。

問 �東京医科大学茨城医療センター循環バスが廃止になるため、その負担金は計上されていないが、廃止に
なった理由は。

答��東京医科大学茨城医療センター側から、利用者が少なく費用対効果が見合ってないということで、経営
会議において令和７年３月 31日をもって廃止が決定したとの連絡があった。

問 �定時制の公共交通機関を今後導入
するとすれば、例えばＪＲ荒川沖
駅から、大きい道路を通って、中
央地区、あみプレミアム・アウト
レットなどを回る定時的な交通機
関というのはあってもいいかと思
う。今回は実験的なケースとして、
しっかりと検証をする必要がある
と思うがどうか。

答��議員御指摘のとおり、実証実験の
結果はしっかり把握して、今後の
公共交通計画の中で検討していき
たい。

消防団アプリ（イメージ）

教育相談センター「やすらぎの園」の位置図

阿見町の公共交通と利用圏域
（出典：阿見町地域公共交通計画）
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色がついている議案は、質疑または討論を掲載している議案です。

■全議員が賛成した議案等
専決処分の承認を求めることについて（令和6年度阿見町一般会計補正予算（第6号））
非課税世帯に 3 万円と非課税世帯の子ども 1 人当たり 2 万円を給付する物価高騰対策給付金事業について手続を進める
ために行った専決処分の承認を求めるもの

阿見町職員の給与に関する条例の一部改正について
人事院勧告に基づき、民間企業の給与との均衡を図るため、職員の給与を初任給を始め若年層に重点を置いて平均 2.76
パーセント引き上げるほか、期末勤勉手当の率を引き上げるもの

阿見町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について
人事院勧告に基づき、特別職の期末手当の率を引き上げるもの

阿見町の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正について
人事院勧告に基づき、特定任期付職員の給料月額と期末手当の率を改めるとともに、業績手当を廃止し、勤勉手当を支給
できるようにするもの

阿見町会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について
人事院勧告に基づき、会計年度任用職員の期末勤勉手当の率を引き上げるもの

令和6年度阿見町一般会計補正予算（第7号）
1 億 7,316 万 3 千円増額

【主な歳入】普通交付税の増、財政調整基金繰入金の減
【主な歳出】人事院勧告に基づく給料、期末手当等の増、減債基金積立金の新規計上

令和6年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
304 万 2 千円増額（人事院勧告に基づく給料、期末手当等）

令和6年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第4号）
33 万 4 千円増額（人事院勧告に基づく給料、期末手当等）

令和6年度阿見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）
89 万 9 千円増額（人事院勧告に基づく給料、期末手当等）

令和6年度阿見町水道事業会計補正予算（第4号）
収益的支出を 140 万 2 千円増額（人事院勧告に基づく給料、期末手当等）

令和6年度阿見町下水道事業会計補正予算（第4号）
収益的収支を 334 万 1 千円増額（人事院勧告に基づく給料、期末手当等）、資本的収支を 14 万増額（人事院勧告に基づ
く給料、勤勉手当等）

■賛否が分かれた議案等
今臨時会ではありませんでした。

令和 7 年第 1 回臨時会

令和 7 年 2 月 4 日 ▲

阿見町職員の特殊勤務手当に関する条例の制定について ※1 P9 参照

町職員の特殊勤務手当として「感染症防疫作業手当」や「災害応急作業等派遣手当」について定めるもの

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定について
法改正に伴い、引用する法律の条番号を適切なものに改めるもの

阿見町工場立地法地域準則条例の制定について ※2 P10 参照

町内の工業地域などに立地する工場や事業所について、緑地面積率などの緩和措置を多くの市町村と同程度に拡充するもの

阿見町附属機関の設置に関する条例の一部改正について
町の附属機関である「人と自然が織りなす輝くまち創生有識者会議」の名称を「まち・ひと・しごと創生有識者会議」に改め
るもの

阿見町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
附属機関の名称変更に伴い、委員名を「まち・ひと・しごと創生有識者会議委員」に改めるもの

阿見町職員の給与に関する条例の一部改正について
国の人事院勧告に基づき、地域手当、在宅勤務手当、特殊勤務手当の新設や、配偶者扶養手当の廃止などを行うもの

阿見町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について
町の企業職員の手当について、町職員と同様の改正を行うもの

阿見町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について
国の法改正に伴い、育児を行う職員の時間外勤務の制限について、対象を３歳未満の子から小学校入学までの子に拡大すると
ともに、家族の介護を申し出た職員について、仕事と介護の両立支援制度の周知や意向確認を行うことなどを定めるもの

阿見町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
法改正に伴い、引用する法律の条番号を適切なものに改めるもの

阿見町職員の公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について
あみ観光協会の一般社団法人化を受け、町職員を派遣することができる団体に「一般社団法人あみ観光協会」を加えるもの

阿見町職員定数条例の一部改正について
市制施行を見据えた組織体制構築のため、教育委員会の職員定数を増やすもの

阿見町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正について
非常勤消防団員の退職報奨金について、勤務年数 35 年以上の最上位区分を設け、該当する消防団員の退職報奨金を増額す
ることにより、消防団員の処遇改善と地域防災力の維持向上を図るもの

阿見町土砂等による土地の埋立て、盛土及び堆積の規制に関する条例の一部改正について ※3 P9 参照

国の盛土規制法改正と県の残土条例改正を踏まえ、土地の埋立てなどに関する災害防止については罰則の重い盛土規制法を適
用させ、事業許可の対象面積については県条例との整合性を図るため、条例を改めるもの

阿見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
この条例を定めるに当たって従うべき基準である国の基準省令が改正され、家庭的保育事業等における職員配置の最低基準や
栄養士の配置規定が改められたことに伴い、町の条例も同様の改正を行うもの

阿見町子ども・子育て会議条例の一部改正について
令和 7 年 4 月からの町の組織改編に伴い、条例中の課名「子ども家庭課」を「こども未来課」に改めるもの

阿見町下水道条例の一部改正について
国の政令改正により、下水道からの放流水の水質基準について、「大腸菌群数」の指標が「大腸菌数」に改められることに伴い、
条例に規定する指標について同様に改めるもの

阿見町民体育館条例の一部改正について
町民体育館大規模修繕工事で新設したアリーナ部分の空調設備について、使用料（1 時間につき 1,500 円）を設定するもの

令和 7 年第 1 回定例会

令和 7 年 2 月 25 日初日 ～ 3 月 18 日最終日

■全議員が賛成した議案等

初日

▲

最終日

▲
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令和6年度阿見町一般会計補正予算（第8号） ※4 P9・10 参照

4 億 2,397 万 4 千円減額
【主な歳入】法人町民税の増、財政調整基金繰入金の減
【主な歳出】事業費の確定等による減、介護老人保健施設新設のため地域医療介護総合確保基金事業補助金の新規計上

令和6年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第5号）
687 万 7 千円減額（介護納付金、一般被保険者の医療給付費納付金・後期高齢者支援金等納付金等の減）

令和6年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第5号）
534 万円増額（介護給付費準備基金積立金、地域ケア推進事業委託料等）

令和6年度阿見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号）
7,106 万 8 千円増額（後期高齢者医療広域連合納付金）

令和6年度阿見町水道事業会計補正予算（第5号）
収益的支出を 5,102 万 9 千円減額、資本的支出を 2,500 万円減額（決算見込等による不用額の減）

令和6年度阿見町下水道事業会計補正予算（第5号）
収益的収入を 3,415 万 2 千円減額、収益的支出を 9,325 万 2 千円減額、資本的収入を 1 億 3,348 万 7 千円減額、資本
的支出を 7,438 万 7 千円減額（決算見込等による不用額及び他会計補助金の減）

令和7年度阿見町国民健康保険特別会計予算
令和 7 年度阿見町国民健康保険特別会計予算の可決を求めるもの

令和7年度阿見町介護保険特別会計予算
令和 7 年度阿見町介護保険特別会計予算の可決を求めるもの

令和7年度阿見町後期高齢者医療特別会計予算
令和 7 年度阿見町後期高齢者医療特別会計予算の可決を求めるもの

令和7年度阿見町水道事業会計予算
令和 7 年度阿見町水道事業会計予算の可決を求めるもの

令和7年度阿見町下水道事業会計予算
令和 7 年度阿見町下水道事業会計予算の可決を求めるもの

財産の取得について（阿見町小学校入学祝い品支給ランドセル購入）
阿見町小学校入学祝い品としてランドセルを支給するため、町の財産として取得するもの。契約金額 ( 予定総額 )954 万 3,600
円（予定価格 700 万円以上の動産の買入れは議会の議決が必要）

財産の取得について（中学校教師用教科書及び指導書購入）
令和 7 年度の中学校教科書の採択替えに伴い、中学校教師用教科書 282 冊と指導書 249 冊を購入するもの。契約金額 937
万 5,448 円（予定価格 700 万円以上の動産の買入れは議会の議決が必要）

阿見町政治倫理審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて（６件）
令和 7 年 3 月 31 日で委員の任期が満了となるため、新たな委員の委嘱について議会の同意を求めるもの

阿見町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（10件）
令和 7 年 3 月 31 日で委員の任期が満了となるため、新たな委員の任命について議会の同意を求めるもの

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（２件）
令和 7 年 6 月 30 日で委員の任期が満了となるため、新たな委員の推薦につき議会に意見を求めるもの

損害賠償の額を定めることについて
総合運動公園内で樹木の枝が落ちたために生じた駐車車両の損傷について損害賠償の額を定めるもの

令和6年度阿見町一般会計補正予算（第9号）
8 億 4,873 万 7 千円増額

【主な歳入】全国町村会総合賠償補償保険金、国庫補助金、町債の増
【主な歳出】賠償金の増、（仮称）子育て支援総合センター整備工事の新規計上（国の補助事業の採択に伴うもの）

阿見町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正により、条例中で引用する同法の規定に条ず
れが生じることから、これに対応するための改正を行うとともに、条例中の規定について所要の整備その他の改正を行うもの

議案第 35 号（令和７年度阿見町一般会計予算）に関する附帯決議 について
町に対して、財政調整基金の適切な運用、地方財政法に基づく適正な処理、基金繰替運用時の利子に係る検討を求めるもの

阿見町職員の特殊勤務手当に関する条例の制定について
令和７年第１回定例会 総務常任委員会 ※1

問 �災害派遣時の職員の手当は、どのように変わるのか。
答��これまで手当の支給条例がなく、職員互助会からの支給だったが、新条例により 1日あたり 2,000 円
を支給できるようになる。�

問 �感染症対応や災害派遣中の職員の補償はどのようになっているか。
答��公務災害として適用されるため、感染や負傷した場合は適切な補償が受けられる。

阿見町土砂等による土地の埋立て、盛土及び堆積の規制に関する条例の一部改正について
令和７年第１回定例会 総務常任委員会 ※3

問 �今回の条例改正により、どのような変化がある
のか。

答��不適切な盛土や埋立てによる災害リスクを抑え
るため、規制を強化し、届出基準や監視体制を
厳格化する。

問 �住民の安全確保のため、具体的にどのような対
策が取られるのか。

答��違反行為の罰則強化や、定期的な立入検査の実
施により、適正な土地利用を確保する。

不適切な盛土の様子

令和6年度阿見町一般会計補正予算（第8号）
令和７年第１回定例会 民生教育常任委員会 ※4

問 �子ども食堂事業の補助金 220 万円減額の理由と今年
度の子ども食堂の実績は。

答��地域子ども食堂の運営団体に対する支援を拡充するた
め、令和 6年 10月に阿見町地域子ども食堂支援事業
補助金の交付要綱を廃止し、奨励金交付要綱を新たに
制定した。補助金の部分を丸々減額し奨励金として新
たに支給を行った。子ども食堂の団体数は、現在 11
団体。今回の奨励金に該当できたのは 10団体となっ
ている。

問 �給食センター運営費の賄材料費が 809万 2,000 円増
額の理由は。

答��食材費の高騰による増額。食材費の高騰が著しく、
12月補正の時点では新米の単価が未定で正確な必要
額を算定できなかったため、3月補正予算に増額を計
上した。

子ども食堂で提供されたお弁当（一部）

学校給食
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阿見町工場立地法地域準則条例の制定について
令和７年第１回定例会 産業建設常任委員会 ※2

令和６年度阿見町一般会計補正予算（第８号）
令和７年第１回定例会 産業建設常任委員会 ※4

問 �現在の町準則条例をすぐ廃止して、なぜ工場立地法に基づく新たな町の準則条例をすぐ作るのか。
答��現在の地域未来投資促進法は時限立法なので、企業が安心して設備投資等を実施できるように、工場立
地法に変更する。

問 �現在の町準則条例の緩和を求めている企業の数と名称は。
答��令和 6年度に行った調査では、町ホームページで公表する企業 65社中 40社がさらなる緩和をしてほ
しいとの回答だった。この調査は企業名の公表を前提としていない。それぞれの企業で営業戦略等があ
るので、企業名の公表は控える。

問 �農林水産業費の繰越明許、2,174 万 9千円はなにか。
答��8 月に発生した農業用水管の破損事故の補修工事費。3月 20日に工事を開始して、工事終了が年度を
またぐ見込みなので、繰越明許の手続きをした。

問 �令和7年度の水稲の作付けに間に合うように補正予算で対応したと思うが、用水管が完成する見込みは。
答��工事に入るに当たり、事前に調整すべきことが発生している。令和 7年度の作付けに向けて、喫緊の
課題として対応していく。

農業用水管破損による漏水箇所

阿見町政治倫理審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて令 和 ７ 年
第１回定例会

阿見町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて令 和 ７ 年
第１回定例会

政治倫理審査会委員決まる
任期満了に伴い、議会の同意により次の方が政治倫理審査会委員に決まりました。
任期：令和７年４月１日～令和９年３月31日（２年）

中島　 紀一 （なかじま　きいち） 石岡市上
う わ そ

曽 ７８歳
伊藤 富美子 （いとう　ふみこ） 牛久市ひたち野東 ５９歳
八木　 健治 （やぎ　けんじ） 我孫子市 本

ほんちょう
町 ４５歳

髙橋　 大輔 （たかはし　だいすけ） 阿見町阿見 ４４歳
伊藤　 治夫 （いとう　はるお） 阿見町君島 ６９歳
北澤　 雅章 （きたざわ　まさあき） 阿見町阿見 ６５歳
※年齢は令和７年４月１日現在

農業委員会委員決まる
任期満了に伴い、議会の同意により次の方が農業委員会委員に決まりました。
任期：令和７年４月１日～令和 10 年３月31日（３年）

大塚　 芳夫 （おおつか　よしお） 阿見町小池 ６５歳
島田　 辰男 （しまだ　たつお） 阿見町大形 ６７歳
𠮷田　 修夫 （よしだ　のりお） 阿見町大形 ６８歳
飯塚　 尚志 （いいつか　ひさし） 阿見町吉原 ６６歳
小松崎 秀昭 （こまつざき　ひであき） 阿見町阿見 ６２歳
山﨑　 翔子 （やまざき　しょうこ） 阿見町君島 ４３歳
浅野　 周一 （あさの　しゅういち） 阿見町上長 ６２歳
栁生　 利幸 （やぎゅう　としゆき） 阿見町島津 ６０歳
横張　 清彦 （よこばり　きよひこ） 阿見町中央 ６８歳
飯村　 正弘 （いいむら　まさひろ） 阿見町荒川本郷 ６５歳
※年齢は令和７年４月１日現在

阿見町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて令 和 ７ 年
第１回定例会

人権擁護委員推薦者決まる
任期満了に伴い、議会の意見として次の方が人権擁護委員に適任と判断しました。
任期：令和７年７月１日～令和 10 年６月30日（３年）

坪田　 和広 （つぼた　かずひろ） 阿見町中央 ６９歳
田﨑　 保子 （たさき　やすこ） 阿見町塙 ７５歳
※年齢は令和７年４月１日現在

現在の町準則条例と新しい町準則条例との対照表

項目 現在の町準則条例 新しい町準則条例

対象となる区域 町内３工業団地、阿見吉原
土地区画整理事業地区

町内全ての工業地域、工業
専用地域、準工業地域

緑地面積率

工業地域 10% 5%

工業専用地域 10% 5%

準工業地域 15% 10%

屋上緑地等の重複緑地の算入割合 25% 50%
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■賛否が分かれた議案等

議
決
結
果

賛
否
数

議員名

議案名 賛
成

野
口
雅
弘

筧
田　

聡

前
田
一
輝

小
川
秀
和

紙
井
和
美

武
井　

浩

武
藤
次
男

佐
々
木
芳
江

落
合　

剛

栗
田
敏
昌

石
引
大
介

高
野
好
央

栗
原
宜
行

海
野　

隆

久
保
谷
充

久
保
谷
実

吉
田
憲
市

細
田
正
幸

反
対

令和 7年度阿見町一般会計予算 可
決

15
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

2

令和 7年度阿見町一般会計予算の可決を求めるもの

※議長（野口雅弘議員）は、賛否同数のとき以外は表決に加わりません。
※「〇」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

討 論

令和７年度阿見町一般会計予算
令和７年第１回定例会 本会議（５日目）

プール事業は町民もかなり望んでいる。
今あるプールが各中学校で 38年経っている。各学校のプールを直すとしたら、１校
で約２億円かかる。学校プールを作るよりは温水プールを建設したほうがはるかに安
くできる。
温水プールなら年間使えると、それから民間利用も可能である。そういうことを考
えたら私はこの温水プールは必要だと思う。
その他自転車のヘルメットであるとか、あるいは、５歳児の健康診査であるとか民
間保育所が新しい事業になっている。
そういう子育てへどんどん新しく来る人達にどう町がサービスをしていくのかとい
うことも大変よくできてると思うので、私はこの予算に賛成する。

久保谷 実 議員

私は令和７年度一般会計予算案に賛成する。
義務教育における給食費の完全無償化は理想だと思う。
本予算案では限られた財源の中で、これまでの第３子以降に加えて、第２子までの
無償化を実現している。
この段階では着実な子育て世代への支援拡充は、結果として、様々な世代の住民の
方々が安心して暮らせる社会への現実的な一歩になるのではないかと思っている。
子育て支援の強化と財政健全性という二つの重大な課題に対して、将来を見据えた
責任ある選択として私は本予算案に賛成する。

筧田 聡 議員

令和７年度予算額は、225億８千万円と過去最大規模であり、ふるさと納税寄附金に
ついて、攻めの姿勢への転換による自主財源の積極的な確保策に取り組んでおり、こ
れを大いに評価するものである。また、人口が急増する本郷地区に対応した本郷小学
校の校舎増築事業や民間保育所の整備・充実を図る交付金など教育や福祉に関する予
算も手厚く盛り込まれており、次世代を担う子どもたちの支援が強化されることは、
町の未来にとって非常に重要なことであると考える。
コロナからの回復に向けて社会活動が正常化する中、多くの町民が物価高に苦しんでい
る。そのような状況だからこそ町政の停滞は許されないものであり、常に町民目線に立っ
た行政を運営し、持続可能な財政運営にも取り組んでいただくことを要望し、賛成する。

武井 浩 議員

様々な要因はあるが、令和５年度決算において財政硬直化の懸念を町監査委員から
も指摘されている。町の貯金にあたる財政調整基金は、20億円を切り16億円台となり、
町の借金である町債は 100億円を突破する予算となっている。
この様な状況の中、温水プール整備事業が予算計上され、総事業費 20億円超えが予
想される大規模事業にもかかわらず、役場内部でしか議論されず、町民の代表である
議会への説明もなく、建設場所・総事業費・�維持管理費など全てが不明である。
それ以上に問題なのは、納税者である町民に必要性の有無を住民合意していない事
である。
財政状況を無視して進められ、町民への説明責任を果たしていない、温水プール整
備事業費が計上された予算を認めるわけにはいかないため反対する。

高野 好央 議員

私は令和７年度一般会計予算に反対する。
理由としては、私は学校給食費について無償化すべきと考える。令和７年度の予算では
第２子まで給食費の無償化をすると。県内全体を見ても、10市町村以上がすでに給食費
の無償化に取り組んでいる。阿見町の財政力指数からいっても、義務教育無償化の観点
から給食費は無償化すべきだというふうに思う。
君原小学校の体育館は避難所になっているので令和7年度に全てトイレを洋式化すると
いうことだが、校舎は令和7年度に計画して令和 8年度に洋式化する。一般家庭を見て
も洋式化されており、君原小学校校舎のトイレの洋式化も、早急に実施すべき。
以上２点について、前進が見られないので令和７年度一般会計予算に、反対する。

細田 正幸 議員
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QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

予
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

11 人の議員
　　　町政を問う！

一般質問は、議員が町政全般に対して現状の確認や方針を問うものです。
掲載している内容は、質問者の確認のもと要約し、議会だより編集委員会が
校正したものを掲載しています。

一 般 質 問

動 画
視 聴

議 会
傍 聴
議会の傍聴を希望される方は、会議の当日に�
役場 3 階議会事務局までお越しください。
1傍聴受付証の交付を受けてください
2傍聴受付証は先着順にお渡しします
3傍聴席数は次の通りです
　本会議 30 席・委員会 9 席・全員協議会 7 席

手続きは簡単
ぜひ傍聴してみてください

動 画
視 聴

議 会
傍 聴

議会の様子の録画を下記から公開しています。
【YouTube チャンネル『茨城県阿見町議会』】
※QR コードを読み込んで視聴できます。
※チャンネル登録をすると、動画が
　配信された時に通知が届くように
　できるなど視聴しやすくなります。

動画でご覧いただけます

産
前
産
後
の
母
体
を
守
り
、就
学
後
も

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を

紙
井 

和
美 

議
員

▲

問	

町
の
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
の

実
施
と
医
療
的
ケ
ア
児
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
家
庭
へ
の
支
援
の
強
化
は
。

答	

現
在
、
訪
問
相
談
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
家
事
・
育
児
の
訪
問
代

行
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
者
と
連
携
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
利
用
に
つ
な
げ
る
体
制
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

問	

母
体
や
子
育
て
家
庭
の
一
番
困
っ
て

い
る
事
を
助
け
る
多
彩
な
資
格
を
持
っ

た
包
括
的
訪
問
ケ
ア
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」
を
当
町
で
活
用
で
き

な
い
か
。

答	

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
な
が
ら
、
そ
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

	
聴
覚
に
問
題
が
あ
っ
て
も

快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に

問	
会
話
の
音
声
を
瞬
時
に
文
字
化
す
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
手

話
を
日
常
的
に
取
り
入
れ
、
当
町
の
会

議
や
会
話
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
。

答	

会
話
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
文
字
変
換

し
Ｐ
Ｃ
や
ス
ク
リ
ー
ン
に
表
示
す
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
、
聴
覚
障
害
を
持
つ
職
員

や
周
囲
の
環
境
改
善
に
大
き
く
貢
献
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
窓
口
や
会
議

等
で
の
活
用
に
つ
い
て
各
課
と
協
議
し
検

討
す
る
。

問	

手
話
を
中
心
と
し
た
「
手
話
言
語
条

例
」
と
、
全
て
の
人
が
平
等
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
環
境
整
備
の「
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」
こ
の

２
つ
の
条
例
制
定
は
。

答	

手
話
言
語
条
例
は
令
和
８
年
４
月
施

行
に
向
け
検
討
す
る
。
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
に
つ
い
て
は
今
後
協
議

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲�産後ドゥーラの様子�
（一般社団法人　ドゥーラ協会より提供）

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

佐
々
木 

芳
江 

議
員

武
井 

浩 

議
員

▲
▲

問	

高
齢
者
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
利

用
状
況
は
。

答	

緊
急
通
報
装
置
及
び
人
感
セ
ン
サ
ー

を
貸
与
し
、24
時
間
3
6
5
日
体
制
で
、

急
病
や
災
害
等
の
緊
急
時
に
、
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応
が
と
れ
る
体
制
を
整
備

し
、
現
在
、
2
0
1
人
の
方
が
利
用
し

て
い
る
。

問	

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
ボ
タ
ン
を
押

し
た
段
階
で
は
救
急
車
に
直
接
繋
が
る

こ
と
で
は
な
い
と
言
う
理
解
で
よ
ろ
し

い
か
。

答	

救
急
車
を
呼
ぶ
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
。

問	

終
活
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
積
極
的
な

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

答	

将
来
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た

時
に
備
え
、
家
族
や
友
人
な
ど
大

切
な
人
た
ち
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ

と
や
、
自
信
の
希
望
を
書
き
と
め
ら

れ
る
「
阿
見
町
未
来
ノ
ー
ト
」
が
あ

る
。「
阿
見
町
未
来
ノ
ー
ト
」
の
活

用
を
通
じ
て
、
万
一の
時
の
備
え
を

支
援
し
て
い
く
。

問	

要
介
護
・
要
支
援
認
定
調
査
に
つ
い

て
現
状
は
ど
う
か
。

答	

令
和
５
年
度
の
申
請
か
ら
認
定
ま
で

の
平
均
日
数
は
、
町
が
35
日
、
県
平
均

が
42
日
、
全
国
平
均
が
40
・
2
日
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
主
治
医
意
見
書
の
10

日
以
内
返
送
率
は
19
％
と
い
っ
た
デ
ー
タ

か
ら
、
30
日
以
内
に
認
定
結
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
主
な
要
因
は
「
主
治
医

意
見
書
の
遅
延
」
と
考
え
ら
れ
る
。

問	

特
色
を
生
か
し
た
教
育
に
つ
い
て
。

答	

環
境
教
育
、
郷
土
教
育
や
茨
大
、
医

療
大
と
の
連
携
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

問	

I
C
T
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
。

答	

一
人
一
台
端
末
、
電
子
黒
板
の
活
用
な

ど
I
C
T
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
及

び
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
。

答	

阿
見
第
二
小
な
ど
現
在
４
校
で
活
動

し
て
お
り
、
令
和
10
年
度
ま
で
に
全
校
で

実
施
す
る
。
地
域
の
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
、一層
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

	

福
祉
政
策
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問	

自
殺
対
策
の
推
進
と
子
ど
も
の
権
利

意
識
を
高
め
る
た
め
、
自
殺
対
策
条
例
、

子
ど
も
の
権
利
条
例
な
ど
の
福
祉
政
策

に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答	

自
殺
対
策
条
例
は
、
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。
子
ど
も
の
権
利
条
例
は
、
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る
。

市
制
に
向
け
た
準
備
状
況
に
つ
い
て

問	

市
制
に
向
け
た
広
報
戦
略
に
つ
い
て
。

答	

来
年
度
以
降
の
広
報
紙
で
毎
月
情
報

発
信
す
る
。
市
制
に
向
け
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
、
町
制
70
周
年
記
念
式
典
で

披
露
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

問	

税
金
が
高
く
な
る
の
で
は
と
い
う
意

見
に
つ
い
て
。

答	

市
に
な
る
こ
と
を
理
由
に
課
税
額
が

増
え
る
こ
と
は
な
い
。

問	

福
祉
事
務
所
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
。

答	

3
名
の
職
員
を
県
研
修
生
と
し
て
派

遣
し
て
い
る
。
来
年
度
以
降
、
福
祉
事

務
所
準
備
室
を
設
置
す
る
。

▲阿見第二小での奉仕活動の様子

▲阿見町未来ノート
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QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

予
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

人
事
施
策
に
マ
ッ
チ
ン
グ
理
論
を

温
水
プ
ー
ル
は
必
要
か

海
野 

隆 

議
員

高
野 
好
央 

議
員

▲
▲

問	

阿
見
町
職
員
は
、
町
民
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
、
日
々
仕
事
に
誠
実
に
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

一
方
、
採
用
さ
れ
た
職
員
が
休
職
し
て

い
る
な
ど
課
題
・
問
題
が
あ
る
。
休
職

率
は
全
国
平
均
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

答	

今
年
度
、
心
の
不
調
に
よ
り
1
か
月

以
上
の
療
養
休
暇
を
取
得
し
た
職
員
数

は
14
名
。
原
因
は
、
人
間
関
係
、
家
庭

環
境
、
職
務
内
容
、
持
病
に
伴
う
も
の

な
ど
複
合
的
だ
。
休
職
率
は
全
国
平
均

よ
り
多
い
分
類
に
あ
る
。

問	

休
職
や
離
職

の
背
景
に
は
、

人
事
課
が
行
う

職
場
配
置
と
本

人
の
希
望
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
大

き
い
の
で
は
な

い
か
。
マ
ッ
チ

ン
グ
理
論
に
よ

る
職
場
配
置
を

採
用
し
た
会
社

で
は
、
職
員
の

満
足
度
を
高
め
、
離
職
率
を
低
下
さ
せ

て
い
る
。
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答	

マ
ッ
チ
ン
グ
理
論
は
、
最
適
な
組
み
合

わ
せ
を
見
つ
け
る
た
め
の
数
学
的
理
論
の

こ
と
で
、
企
業
の
新
入
社
員
配
属
等
に

つ
い
て
活
用
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
異
な

る
職
能
分
野
へ
の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
育
成
を
図
る
自
治
体
人
事
で

の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
課
題
も
多
い
。

他
自
治
体
の
動
向
も
含
め
、
今
後
の
動

き
に
注
視
し
て
い
く
。
今
後
は
、
人
事

評
価
面
談
を
通
じ
た
職
員
情
報
の
把
握

を
所
属
長
に
求
め
る
こ
と
と
し
、
所
属

と
し
て
の
受
け
入
れ
希
望
も
含
め
、
所

属
長
と
人
事
課
長
が
協
議
す
る
仕
組
み

を
つ
く
る
な
ど
、
引
き
続
き
職
員
の
適
正

な
職
場
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◯	�

空
調
機
器
の
自
然
冷
媒
へ
の
転
換
に
よ

る
電
気
使
用
量
及
び
料
金
低
減
に
つ
い

て
◯	�

あ
み
大
使
選
任
及
び
そ
の
利
活
用
に
つ

い
て

問	

ど
こ
の
自
治
体
も
初
め
て
取
り
組
む

大
型
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
は
、

外
部
有
識
者
な
ど
を
加
え
た
検
討
委
員

会
の
設
置
は
必
須
で
あ
る
。
今
回
設
置

し
な
い
理
由
は
。

答	

全
て
の
事
業
で
必
要
で
は
な
く
、
そ
の

都
度
設
置
を
判
断
し
て
い
る
。
温
水
プ
ー

ル
の
基
本
構
想
策
定
は
先
進
事
例
を
参

考
と
し
、
専
門
的
な
知
見
に
つ
い
て
は
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
得
て
い
る
。

問	

総
事
業
費
の
想
定
は
。

答	

施
設
自
体
は
機
能
の
充
実
を
図
っ
た

場
合
で
も
、
17
億
円
程
度
と
想
定
し
て

い
る
。

問	

年
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

答	

仮
に
指
定
管
理
委
託
し
た
場
合
、
概

ね
年
間
5
千
万
円
か
ら
9
千
万
円
程
度

と
な
る
。

問	

財
政
力
指
数
は
0
・
8
8
8
か
ら

0
・
8
7
2
に
低
下
、
経
常
収
支
比
率

は
91
・
7
％
か
ら
96
・
1
％
に
4
・
4

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
財
政
が
硬
直
化
し

て
い
る
。
経
常
収
支
比
率
95
％
前
後
に

な
る
と
、
県
か
ら
指
導
・
調
査
は
入
ら

な
い
の
か
。

答	

経
常
収
支
比
率
が
3
か
年
平
均
95
％

以
上
に
な
る
と
、
県
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象

に
な
る
。
令
和
５
年
度
決
算
は
対
象
市

町
村
が
な
か
っ
た
た
め
、
単
年
度
で
95
％

以
上
の
団
体
が
調
査
対
象
と
な
る
。

問	
指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
共
施
設
で

の
管
理
運
営
に
は
当
た
り
前
の
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
県
内
44
市
町
村
で
導
入

し
て
い
な
い
市
町
村
は
ど
こ
か
。

答	

阿
見
町
の
み
の
１
町
と
な
っ
て
い
る
。

▲�温水プール（はさきマリンプール）の様子

阿
見
町
の
水
道
、
下
水
道
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

細
田 

正
幸 

議
員

前
田 

一
輝 

議
員

▲
▲

問	

水
道
加
入
世
帯
、
人
口
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答	

令
和
５
年
度
末
時
点
に
お
け
る
給
水

世
帯
は
１
９
，９
５
４
世
帯
で
、
給
水
人

口
は
４
４
，８
２
７
人
と
な
り
、
給
水
普

及
率
は�

89
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

問	

下
水
道
の
加
入
世
帯
は
ど
う
な
の
か
。

答	

当
町
下
水
道
事
業
の
令
和
５
年
度
末

時
点
に
お
け
る
、
公
共
下
水
道
及
び
農

業
集
落
排
水
の
利
用
状
況
は
、
公
共
下

水
道
の
接
続
件
数
が
１
６
，３
２
１
件
で
、

利
用
者
数
は
３
５
，４
０
７
人
で
あ
る
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
の
接
続
件
数
が

５
８
２
件
で
、
利
用
者
数
は
１
，６
６
１

人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
を
合
わ
せ
て
、

町
民
の
75
・
１
％
が
下
水
道
を
利
用
し
て

い
る
。

問	

そ
れ
ぞ
れ
の

管
路
の
延
長
、

耐
用
年
数
は
。

答	

水
道
管
路
の

総
延
長
は
、
令

和
５
年
度
末
時

点
で
約
4
0
1

㎞
と
な
っ
て
お
り
、
法
定
耐
用
年
数
は
40

年
で
あ
る
。
耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い

る
水
道
管
路
は
約
20
㎞
で
、総
延
長
に
占

め
る
割
合
は
約
５
％
で
あ
る
。
ま
た
、
下

水
道
管
路
の
総
延
長
は
、
令
和
５
年
度

末
時
点
で
約
2
8
2
㎞
と
な
っ
て
お
り
、

耐
用
年
数
は
50
年
で
あ
る
。
耐
用
年
数

を
超
過
し
て
い
る
下
水
道
管
路
は
、
現

時
点
で
は
な
い
。

	

補
聴
器
購
入
費
の

助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問	

軽
い
難
聴
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

補
聴
器
の
購
入
を
補
助
す
る
制
度
を

作
っ
て
は
。

答	

当
町
で
は
、
難
聴
が
認
知
症
の
リ
ス

ク
因
子
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
高
齢
福
祉
課
の
窓
口
に

設
置
す
る
な
ど
し
て
、
認
知
症
予
防
に
つ

い
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
予
防
の
た
め

に
は
、
様
々
な
対
策
が
必
要
と
考
え
て

い
る
の
で
、
補
聴
器
購
入
の
補
助
に
つ
い

て
は
、�

前
向
き
に
他
市
町
村
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

問	

直
近
の
寄
附
額
の
推
移
、
近
隣
市
町

村
と
の
比
較
は
。

答	

令
和
４
年
度
が
１
億
４
，５
１
４
万

１
千
円
で
最
も
寄
附
が
多
か
っ
た
。

令
和
６
年
度
は
１
月
31
日
時
点
で

６
，３
８
２
万
４
千
円
と
下
降
傾
向
。
県

南
14
市
町
村
中
10
番
目
。

問	

急
激
に
寄
附
額
が
落
ち
込
ん
だ
理
由

は
。

答	

人
気
返
礼
品
で
あ
っ
た
シ
ー
リ
ン
グ
ラ

イ
ト
の
提
供
事
業
者
が
、
生
産
を
海
外

に
移
し
た
為
に
や
む
な
く
提
供
を
取
り

や
め
た
こ
と
が
大
き
い
。

問	

今
後
の
課
題
と
し
て
シ
ー
リ
ン
グ
ラ

イ
ト
に
代
わ
る
人
気
返
礼
品
の
開
発
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
に
つ

い
て
現
状
の
取
り
組
み
は
。

答	

令
和
６
年
度
、
県
内
で
も
実
績
の
あ

る
中
間
事
業
者
へ
の
切
り
替
え
を
行
な
っ

た
。
当
事
業
者
と
毎
月
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
直
近
実
績
の
振
り
返
り
と
検
証

を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ゴ
ル
フ
場
、

乗
馬
や
動
物
と
触
れ
合
え
る
施
設
、
飲

食
店
等
で
ス
マ
ホ
等
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
現
地
決
済
型
返
礼
品
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問	

来
年
度
の
寄
附
目
標
額
は
い
く
ら
か
。

答	

２
億
円
を
目
標
と
し
て
い
る
。

問	

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

今
後
の
展
望
は
。

答	

納
税
拡
充
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町

長
自
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
企
業
訪
問

を
行
な
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
度
か
ら
毎

月
、
本
社
訪
問
を
行
い
、
寄
附
額
増
額

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

▲�阿見町ふるさと納税特産品
カタログ

▲�マッチングアルゴリズムによる新入社員配属のイメージ�
参考：東京大学マーケットデザインセンター（UTMD）▲下水道管路緊急点検の様子
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議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

予
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

阿
見
町
の
財
政
は
健
全
か

阿
見
町
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

栗
原 

宜
行 

議
員

小
川 
秀
和 

議
員

▲
▲

問	

中
長
期
財
政
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答	

経
常
経
費
や
３
か
年
実
施
計
画
事
業

の
増
加
に
よ
り
、
令
和
７
年
か
ら
令
和

９
年
ま
で
財
政
調
整
基
金
を
組
み
入
れ

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

問	

財
政
運
営
に
関
す
る
条
例
や
行
財
政

改
革
推
進
に
関
す
る
条
例
は
あ
る
か
。

答	

財
政
運
営
や
行
財
政
改
革
推
進
に
関

す
る
条
例
は
な
い
。

問	

特
定
財
源
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

答	

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収
を
図
る
た
め

体
制
強
化
等
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。

問	

行
政
財
産
の
使
用
料
を
減
免
し
て
い

る
が
、
総
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答	
把
握
で
き
る
減
免
総
額
は
、1
，4
4
5
万

９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

	

職
員
の
働
く
環
境
は

改
善
し
た
か

問	

心
の
不
調
に
よ
る
休
職
者
や
退
職
者

の
現
状
と
、
こ
の
10
年
の
推
移
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答	

令
和
６
年
度
の
療
養
休
暇
の
取
得
者

は
15
名
で
、
退
職
者
は
い
な
い
。

	　

過
去
10
年
間
の
休
職
者
の
推
移
は
、

Ｈ
26
年
度
４
名
、
Ｈ
27
年
度
８
名
、
Ｈ
28

年
度
３
名
、
Ｈ
29
年
度
８
名
、
Ｈ
30
年
度

８
名
、Ｒ
元
年
度
13
名
、Ｒ
２
年
度
18
名
、

Ｒ
３
年
度
14
名
、
Ｒ
４
年
度
19
名
、
Ｒ
５

年
度
21
名
と
な
っ
て
い
る
。
退
職
者
は
Ｈ

29
年
度
、
Ｒ
元
年
度
、
Ｒ
２
年
度
が
各

１
名
、
Ｒ
３
年
度
２
名
、
Ｒ
４
年
度
３
名
、

Ｒ
５
年
度
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

問	

町
と
し
て
令
和
４
年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
が
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
は
。

答	

町
民
を
対
象
と
し
た
エ
コ
ラ
イ
フ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
企
業
に
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
成
功
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
新
た

な
町
施
設
へ
は
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
等
を
推
進
し
て
い
る
。

問	

県
内
で
も
国
の
補
助
制
度
を
使
い
脱

炭
素
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
が
当
町
で
の
計
画
は
。

答	

今
後
は
補
助
制
度
を
活
用
す
べ
く
、

地
球
温
暖
化
実
行
計
画
区
域
施
策
編
を

策
定
し
、
施
策
展
開
に
つ
な
げ
た
い
。

問	

計
画
策
定
は
い
つ
着
手
す
る
の
か
。

答	

関
係
課
と
協
議
し
な
が
ら
推
進
し
て

い
く
。

	

ペ
ッ
ト
飼
い
主
の

モ
ラ
ル
向
上
促
進
に
つ
い
て

問	

町
条
例
に
も
飼
い
犬
の
糞
放
置
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
効
果
的
な
周

知
を
ど
う
す
る
か
。

答	

糞
持
ち
帰
り
の
啓
発
看
版
を
無
料
配

布
し
て
い
る
。
狂
犬
病
予
防
接
種
会
場

に
お
い
て
も
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
を
検
討

す
る
。

問	

啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
は
苦
情
の
多
い
も

の
に
特
化
し
た
内
容
に
し
て
は
ど
う
か
。

答	
今
後
は
他
自
治
体
の
チ
ラ
シ
も
参
考

に
し
な
が
ら
迷
惑
を
受
け
て
い
る
実
情

等
を
チ
ラ
シ
に
盛
り
込
み
、
犬
の
散
歩
時

の
マ
ナ
ー
向
上
に
繋
げ
た
い
。

問	

県
内
で
も
罰
則
な
ど
の
措
置
を
と
っ

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、今
後
の
町
と

し
て
の
考
え
は
。

答	

罰
則
規
定
の
あ
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

ま
ず
は
飼

い
主
へ
の

啓
発
活
動

や
注
意
喚

起
に
努
め

て
い
く
。

▲�犬・猫飼育マナー向上の啓発看板
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▲心の不調による休職者と退職者数

豪
雨
災
害
に
お
け
る

当
町
の
対
策
に
つ
い
て

行
政
区
区
長
の
職
務
に
つ
い
て

栗
田 

敏
昌 

議
員

武
藤 

次
男 

議
員

▲
▲

問	

こ
こ
数
年
で
当
町
に
線
状
降
水
帯
に

該
当
し
た
事
案
は
あ
る
か
。

答	

線
状
降
水
帯
が
発
生
し
た
事
案
は
な

い
が
、
気
象
庁
か
ら
「
線
状
降
水
帯
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
発
表
が

あ
っ
た
際
、
当
町
で
は
自
主
避
難
所
と
し

て
か
す
み
公
民
館
を
開
設
し
、
受
け
入

れ
準
備
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

問	

豪
雨
災
害
時
、
夜
間
対
応
す
る
職
員

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ル
ー
ル
化
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
職
員
の
家
庭
の
状

況
を
把
握
し
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
組

ん
で
い
る
の
か
。

答	

ひ
と
班
８
時
間
の
勤
務
体
制
を
基
本

と
し
、
24
時
間
３
班
体
制
で
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
個
々
の
都

合
な
ど
に
よ
り
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入
る

こ
と
が
厳
し
い
職
員
に
つ
い
て
は
、
事
情

を
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

問	

豪
雨
時
に
お
け
る
消
防
団
の
活
動
実

績
は
。

答	

令
和
５
年
６
月
に
発
生
し
た
豪
雨
時

に
お
い
て
、
消
防
団
は
延
べ
５
日
間
に
わ

た
り
出
動
し
た
。
主
な
内
容
は
、
冠
水
し

て
通
行
不
能
に
な
っ
て
い
る
箇
所
の
排
水

作
業
や
土
の
う
積
み
を
実
施
し
て
い
る
。

問	

町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
今
後
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
か
。

答	

乙
戸
川
の
流
入
能
力
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
未
改
修
区
間

の
早
期
整
備
を
継
続
的
に
要
望
す
る
。

ま
た
、
冠
水
し
や
す
い
地
域
の
水
路
の
整

備
や
改
修
を
進
め
る
ほ
か
、
水
路
の
定

期
清
掃
も
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宅

地
化
が
進
む
荒
川
本
郷
地
区
で
は
、
雨

水
を一
時
的
に
貯
留
し
、
乙
戸
川
へ
の
雨

水
流
出
量
を
抑
制
す
る
調
整
池
の
整
備

や
、
宅
地
開
発
等
の
際
に
は
各
宅
地
内

に
貯
留
浸
透
槽
の
設
置
を
指
導
す
る
な

ど
、
洪
水
被
害
の
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

問	

行
政
区
未
加
入
者
に
対
す
る
勧
誘
を

す
る
べ
き
か
、
未
加
入
で
よ
い
か
。

答	

町
民
に
と
っ
て
行
政
区
は
大
切
な
組

織
で
あ
り
、
区
長
協
力
の
も
と
加
入
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問	

未
加
入
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す

る
対
応
は
。

答	

住
民
同
士
の
個
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を

除
く
、
地
域
全
体
に
関
わ
る
よ
う
な
課

題
に
つ
い
て
は
、
町
と
区
長
が
連
携
・

協
力
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問	

広
報
物
対
応
の
業
務
軽
減
の
手
立
て

と
し
て
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る
が
、
近

隣
自
治
体
の
状
況
は
。

答	

近
隣
自
治

体
で
広
報
紙

の
み
を
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
て

い
る
市
町
村

は
あ
る
。
当

町
と
し
て
は
、

ま
ず
配
布
物

の
集
約
化
に

取
り
組
む
。

問	

未
加
入
者
の
ご
み
集
積
所
使
用
に
つ

い
て
、
町
と
行
政
区
と
当
事
者
で
接
見

す
る
場
を
設
け
る
の
か
。

答	

他
自
治
体
の
事
例
、行
政
区
の
状
況
等

調
査
の
上
、行
政
区
の
意
見
を
踏
ま
え
、適

切
な
管
理
運
営
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問	

有
事
の
際
、
未
加
入
者
へ
の
対
応
は

誰
が
す
る
の
か
。

答	

有
事
の
際
に
、
自
主
防
災
組
織
の
ご

協
力
に
よ
り
、
住
民
の
安
否
確
認
を
行

う
。子

ど
も
会
育
成
会
の
今
後
に
つ
い
て

問	

地
域
に
よ
っ
て
加
入
者
減
少
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
が
当
町
の
対
応
は
。

答	

複
数
の
子
ど
も
会
育
成
会
に
ま
た
が

る
課
題
、
他
団
体
と
の
調
整
が
必
要
な

問
題
な
ど
運
営
上
の
相
談
に
対
し
、
解

決
策
を
と
も
に
考
え
模
索
し
て
い
る
。

問	

複
数
地
域
の
子
ど
も
会
育
成
会
を
ま

と
め
て
１
つ
に
再
編
し
て
は
ど
う
か
。

答	

地
区
に
よ
り
事
情
が
異
な
る
た
め
、

地
区
ご
と
の
事
情
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、

真
摯
に
対
応
し
て
い
く
。

▲当町発行配布物

▲�令和 5 年 6 月豪雨災害時の
乙戸川の様子
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委員会活動 Until April
2025

各議員が専門的な委員会に分かれて、議案や請
願・陳情などの審査、視察や研修を行う各常任
委員会や特別委員会の活動をご報告します。

委員会の仕組みについては下記をご参照ください。
https://www.town.ami.lg.jp/0000000990.html

議員の仕事
は会議だけじ

ゃない！

現場も大事
なんだ！

常任委員会・特別委員会

今年度の活動計画に沿って、宮城県仙台市では災害時の消防団活動の取り組みについて、宮城県名
取市では防災に強いまちづくりについて、それぞれ視察研修を実施した。
仙台市消防団は、令和６年４月１日現在で７消防団・56分団・91部からなり、消防団員数が定員
数 2,344 人に対して現員数 1,786 人、充足率は 76.2％で、年齢構成は 30代から 50代が８割を占
めている。なお女性消防団員数は 141人で 7.9％、学生団員数は 45人で 2.5％。
消防団員確保のため、地域における勧誘活動や職員も直接勧誘するなど積極的に取り組むとともに、
消防団協力事業所表示制度への加入促進や休団制度の活用促進による退団抑制に取り組んでいる。特
徴的なものは学生消防団員で、仙台市にある専門学校や大学などの学生が各消防団の一般団員として
所属している。また、真摯かつ継続的に消防団活動に取り組み、地域社会への貢献をした大学生等に
ついて、市長がその功績を認証することで就職活動の支援につながる「仙台市学生消防団員活動認証
制度」を実施し、その確保に努めている。
名取市は、東日本大震災の際に、96.3 万トンという膨大ながれきや土砂等の災害廃棄物の処理が必
要となり、市独自での災害廃棄物処理のほか、宮城県への処理事務の委託を行ったが、完了まで３年
の期間を要した。震災後は、市民防災マニュアルや地区防災マニュアル、ハザードマップを作成・配
布するとともに、市からの情報源として、防災ラジオを平成 27年度から各世帯に１台 1,000 円で販
売している。これは災害時に自動で電源オン・チャンネル切替え・音量最大化を行い、市からの災害
状況が放送されるもので、これまでに累計 5,800 台の販売があった。
また、町内会数 151に対して 125の自主防災組織を設置しており、設置率は 82.8％。市では自主
防災組織支援事業補助金、防災資機材購入補助金（各１回限り）を導入して支援している。さらに公
民館区を単位に自主防災組織連絡協議会を設立しており、大規模災害への備えや自主防災組織間の連
携を図るほか、地域防災リーダー養成事業などにも取り組んでいる。
いずれの事例についても、阿見町の消防団活動や防災対策を考えるうえで非常に参考となった。

仙台市での研修の様子 名取市での研修の様子

令和７年
１月16日～17日

宮城県仙台市・
宮城県名取市

総務常任委員会
災害時の消防団活動と防災に強いまちづくりに
ついての視察を実施

令和７年２月14日 阿見町内

令和６年度の活動計画に基づき、町内の小中学校等の視察を行った。
阿見第二小学校は、地域の方がけん玉やダルマ落とし等の遊びを教えてくれたり、サポーター制度
で授業に参加していただく等、地域に愛されている学校である。令和８年度に改修工事を予定してい
る児童用トイレと、改修工事済みの体育館のトイレを視察した。
小規模特認校の君原小学校は、小規模ならではのきめ細かな指導や授業が特徴である。改修工事前
の和式トイレと、老朽化で補修工事が必要な外壁や雨漏り箇所の確認をした。
どちらの小学校も特別教室・体育館のエアコンが未設置のため、理科や体育の授業等に支障が出て
いるとのことだった。
朝日中学校では改修工事済みの昇降口、トイレ、改修工事前の体育館のトイレ等の視察をした。昇
降口にはスロープがあり、トイレには広い個室が整備され快適な空間となった一方、体育館のトイレ
は一部故障し使用できなかった。また、荒川本郷地区の開発等により今後も生徒数が増加する見込み
であるため、体育館がやや手狭な印象を受けた。
教育相談センター「やすらぎの園」では、1日 10名程度の児童・生徒が通うが、建物の老朽化が
すすんでおり、LEDではなく蛍光灯で室内がやや薄暗い印象を受けた。同様の機能を持つ校内フリー
スクールを開設した阿見小、あさひ小については、不登校児童生徒数が減少しており一定の成果を上
げていることから、未設置の学校にも設置していく予定である。
いずれの施設も改修工事の必要性等の課題が多くあった。

民生教育常任委員会
小中学校等の視察を実施

改修工事済みの体育館トイレ（阿見第二小学校）

今年度改修予定の体育館トイレ（朝日中学校）

今年度補修予定の校舎外壁（君原小学校）

阿見町教育相談センターの現況
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令和７年１月22日 茨城県つくば市

議員カフェの企画にあたり、「カフェ・ド・ギカイ」を実施中の栃木県高
たか
根
ね
沢
ざわ
町
まち
議会を訪れ、視察研

修を行った。
同町の「カフェ・ド・ギカイ」は、従来の議会報告会を発展させたもので、多くの参加者を集めるため、
親しみやすいカフェの雰囲気を重視。中高生や各団体（防災士、在宅福祉ネットワーク等）へのヒア
リングを主体に実施し、目的に応じた開催場所や運営方法、議員の服装を工夫している。
当委員会は、この視察を踏
まえ、令和 7年度内に町内
3中学校を訪問し、放課後議
員カフェを開催する方針で
準備を進めている。

令和６年度の活動計画に基づき、近隣自治体における公共交通についての視察を行った。
つくば市では、筑波大学、関東鉄道、KDDI と連携し、ほか協力会社も加えて、令和５年度から自
動運転バスの実証実験を行っている。令和６年度は、つくばセンター近辺のバス停を出発し、約 40
分で筑波大学キャンパス周辺のバス停を巡って出発地に戻るという循環型バスの形式で実施された。
運行したバスは、自動運転レベル２で走行するもので、大型車とすれ違う際などに運転士が手動運
転を行うこともあったが、走行区間のほとんどを自動運転により走行していた。車両自体には、自動
運転レベル４の認可に必要なハードウェアが備えられているとのことで、歩行者や自転車には細やか
に反応してブレーキがかかっていたが、反対車線の車両には過度に反応することなく走行し続けてい
た。最高速度も時速35キロに達するなど、安全性と快適性の両立を図ったものであることがうかがえ、
技術の進歩を着実に感じられるものだった。
バス運転士の不足が全国で深刻化する中、公共交通機関を維持するための方法として、自動運転バ
スは候補の一つになり得るという印象を受けた。

令和７年１月30日 栃木県高根沢町

広聴広報特別委員会
議員カフェについての視察を実施

産業建設常任委員会
自動運転バスについての視察を実施

つくば市自動運転バス 自動運行中の自動運転バス

高根沢町での研修の様子

議会活動 Until April
2025

議会が一丸となって二元代表制の一翼を担うべ
く、町政運営の調査・監視及び評価を行い、政策
の立案・提言を行っています。
議会改革が進み、マニフェスト大賞での優秀躍
進賞の受賞など成果が出てきたことから、議会
改革の視察受け入れが増えています。

進・議・帯　 進め議会！

連帯 ・ 連携！

福岡県岡垣町議会から議会運営委員会の委員６名と、議長、副議長、事務局１名の合計９名が来庁され、
議会改革について視察された。
当議会からは議長、副議長、議会改革等特別委員会の元委員が出席し、議会モニター制度、議会アド
バイザー制度、議会報告会などを紹介した。
その後の質疑応答では、オンライン委員会や政策形成サイクルなどについて様々な質問をいただき、
それらに回答するなど、質疑と応答を通じてそれぞれの議会についての意見交換が行われ、充実した研
修となった。

茨城県茨城町議会から広報委員会の委員６名と、事務局２名の合計８名が来庁され、議会広報紙の編
集についてについて視察された。
当議会からは議長、議会だより編集委員会の委員長・副委員長が出席し、議会だよりの改善の内容や
経緯、編集体制、議会モニター制度の概要などを紹介した。
その後の質疑応答では、表紙・裏表紙の「まちびとインタビュー」について、議会モニターの応募に
ついて、さらには議会報告会についてなど様々な質問をいただき、それらに回答することで、質疑と応
答を通じてそれぞれの議会の広報・広聴についての意見交換が行われ、充実した研修となった。

令和７年１月23日 阿見町役場

令和７年１月28日 阿見町役場

福岡県岡
おか
垣
がき
町
まち
議会が来庁

茨城県茨城町議会が来庁

岡垣町議会の皆さま

茨城町議会の皆さま

び わ

メロン
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山形県寒河江市議会から議会運営委員会の委員 6名と、事務局１名の合計 7名が来庁され、議会モニター
制度について視察された。
当議会からは副議長、広聴広報特別委員会の正副委員長が出席し、議会モニター制度、議会報告会などを紹

介した。
その後の質疑応答では、議会モニター制度や議会報告会について様々な質問をいただき、それらの質問と、

質問に対する回答を通じて、それぞれの議会報告会等についての意見交換が行われ、充実した研修となった。

近時、ますます複雑・多様化する町村行政に携わる議員が一堂に会して、当面する諸問題についての
研修等を行い、もって町村自治運営に資することを目的として、水戸京成ホテルで令和 6 年度町村議会
議員自治研究会が開催された。
今年度はフリーアナウンサーの宮

みや
本
もと
隆
りゅうじ
治氏から、「ゆとり・ユーモ

ア　帰りは元気！」をテーマに、人前で上がらない方法、演説の際
の声の出し方、理想的な声の高さなど、議員活動で大いに役に立つ
お話を聞き覚えのある美声とユーモアあふれる語り口でご講演いた
だいた。
聞き手を楽しませながら、伝えるべきことはしっかりと伝える講

演は、私たち議員にとっても大いに参考になるもので、大変有意義
な研修となった。

令和７年２月６日 阿見町役場

令和７年２月20日 茨城県水戸市

山形県寒
さ
河
が
江
え
市
し
議会が来庁

町村議会議員自治研究会

寒河江市議会の皆さま

町村議会議員自治研究会の様子

講師の宮本隆治氏

民生教育常任委員会では、前号の委員会活動で報告した義務教育における負担の現状についてのアン
ケート結果や、ヒアリング、先進地調査等に基づき、「教育費の保護者負担の軽減に関する提言書」をと
りまとめた。とりまとめた提言書は、議長から町長に提出した。

令和７年３月18日 阿見町役場提言書を提出

附帯決議提出の様子

提言書の
詳細はこちら→

　本議会では、令和６年度に各常任委員会で所管事務の調査を行い、民生教育常任委員会では「給食費
無償化」と「教育費保護者負担軽減」について調査を行いました。
　日本では、学校教育にかかる経費は設置者負担が原則となっています。東京都杉並区では、義務教育
保護者負担軽減のあり方検討委員会を設置し、報告書を公開しています。他自治体でも同様の例があり、
阿見町でも、検討委員会を組織して早急に検討に着手することが望まれます。
　保護者アンケートでは、「子育て・教育においては、平等に一律の支援であるべき」、「所得制限はなく
すべき」、「税金が累進課税で所得に応じて徴収されながら、こうした教育支援が受けられないことは納
得できない」といった意見があり、「所得ではなく、子どもの数に応じた支援をしてほしい」、「使い回し
のできる教材等は公費で購入し共有すべき」といった意見も寄せられています。
　以上の調査結果を踏まえて、保護者負担軽減を図るための見直し検討を提言します。

提言の趣旨

自治功労表彰
議会活動を通して、地方自治振興に寄与された
功績に対し、茨城県町村議会議長会から２名の議員
が表彰された。

在職 20年以上：海野�　隆�議員（左）
在職 12年以上：野口�雅弘�議員（右）

さくらんぼ
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◆◆ 令和６年度　阿見町議会議員の主な会議等出席状況表 ◆◆

開
催
日

議員名

議会名

総　　務 民生教育 産業建設

久
保
谷
実

紙
井
和
美

野
口
雅
弘

石
引
大
介

前
田
一
輝

筧

田
　

聡

海

野
　

隆

細
田
正
幸

佐
々
木
芳
江

武
藤
次
男

武

井
　

浩

小
川
秀
和

栗
原
宜
行

高
野
好
央

吉
田
憲
市

久
保
谷
充

栗
田
敏
昌

落

合
　

剛

4月5日 第 2回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4月16日 第 3回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月4日 第 2回定例会初日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月5日 第 2回定例会一般質問 1日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月6日 第 2回定例会一般質問 2日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月7日 第 2回定例会一般質問 3日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月10日 総務常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月10日 民生教育常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月11日 産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月18日 第 2回定例会最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月16日 第 4回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月10日 第 3回定例会初日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月11日 第 3回定例会一般質問 1日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月12日 第 3回定例会一般質問 2日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月13日 第 3回定例会一般質問 3日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月17日 総務常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月17日 民生教育常任委員会 ○ ❷ ○ ○ ○ ○
9月18日 産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月19日 予算決算特別委員会（総務所管分） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月20日 予算決算特別委員会（民生教育所管分） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月24日 予算決算特別委員会（産業建設所管分） ○ ○ ○ ❷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月1日 第 3回定例会最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月3日 第 4回定例会初日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月4日 第 4回定例会一般質問 1日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月5日 第 4回定例会一般質問 2日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❸ ○ ○
12月6日 第 4回定例会一般質問 3日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月9日 総務常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月9日 民生教育常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月10日 産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月17日 第 4回定例会最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月4日 第１回臨時会 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇
2月25日 第 1回定例会初日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2月26日 第 1回定例会一般質問 1日目 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2月27日 第 1回定例会一般質問 2日目 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2月28日 第 1回定例会一般質問 3日目 ❷ 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3月3日 総務常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3月3日 民生教育常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3月4日 産業建設常任委員会 〇 ❶ 〇 〇 〇 〇
3月5日 予算決算特別委員会（総務所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3月6日 予算決算特別委員会（民生教育所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ② 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3月7日 予算決算特別委員会（産業建設所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3月18日 第 1回定例会最終日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○出席　　●欠席　　①②③は遅刻・早退・外出
欠席理由：❶…冠婚葬祭　　　❷…体調不良　　　❸…その他
遅刻・早退・外出理由：①…冠婚葬祭　　　②…体調不良　　　③…その他

議会日誌議会日誌

令和7年
　 1 月～ 4月の

議 会 日 誌

1月

22 日 産業建設常任委員会所管事務調査（茨城県つくば市）

23日 福岡県岡垣町議会視察受け入れ

27日 議会運営委員会

28日 茨城町議会視察受け入れ

28日 稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会

30日 広聴広報特別委員会所管事務調査（栃木県高根沢町）

2月

3 日 茨城県後期高齢者医療広域連合全員協議会

4日 第 1回臨時会本会議

4日 全員協議会

4日 予算決算特別委員会

4日 民生教育常任委員会

5日 牛久市・阿見町斎場組合議会定例会

6日 山形県寒河江市議会視察受け入れ

7日 広聴広報特別委員会

13日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会定例会

13日 龍ケ崎地方衛生組合全員協議会

14日 民生教育常任委員会視察（町内）

17日 議会運営委員会

18日 全員協議会

18日 予算決算特別委員会

20日 町村議会議員自治研究会

25日 第１回定例会本会議

25日 龍ケ崎地方衛生組合議会定例会

26日 第１回定例会本会議（一般質問）

27日 第１回定例会本会議（一般質問）

28日 第１回定例会本会議（一般質問）

3月

3 日 総務常任委員会

3日 民生教育常任委員会

4日 産業建設常任委員会

5日 予算決算特別委員会（総務所管）

6日 予算決算特別委員会（民生教育所管）

7日 予算決算特別委員会（産業建設所管）

7日 全員協議会

17日 予算決算特別委員会

17日 議会運営委員会

18日 全員協議会

18日 第 1回定例会本会議

18日 総務常任委員会視察（町内）

21日 広聴広報特別委員会

4月

4 日 議会だより編集委員会

11日 議会だより編集委員会
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●
発
行
：
阿
見
町
議
会　
●
発
行
責
任
者
：
阿
見
町
議
会
議
長

●
〒
３
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０
ー
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３
９
２　
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
中
央
一
丁
目
一
番
一
号

●
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
９
―
８
８
８
―
１
１
１
１

�

メ
ー
ル
：gikaijim

ukyoku-ofc@
tow
n.am

i.lg.jp

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
商
標
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

次回定例会

6 月 3 日（火）

本会議、議会運営委
員会、常任委員会、特
別委員会、全員協議会
は傍聴できます。
本会議は役場１階ロ

ビーのテレビでもご覧
いただけます。

編 集 後 記
桜が咲き誇り春の訪れを感じる日々が始まりました
が、天候の変化も目まぐるしいものでございます。
新年度が始まったということで新たな出会い、新たな
環境に身を置いていらっしゃる方も少なく無いのでは
ないでしょうか？
これを機に「何かを始める !」というのも新しい自分
を発見出来るきっかけになるのではないかと思います。
市制施行が近づいている阿見町に対して私自身も何か
しら新しく「チャレンジ」していきたいと思います。
� 落合�剛

【委員長】
石　引　大　介

【副委員長】
栗　田　敏　昌

【委　員】
落　合　　　剛
武　藤　次　男
武　井　　　浩
筧　田　　　聡

議 会 だ よ り
編 集 委 員 会

　
今
回
は
阿
見
町
に
在
住
の
吹
奏
楽
部
の
学
生
た
ち
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　
❶ 

担
当
し
て
い
る
楽
器
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
❷ 

学
業
で
専
念
し
て
い
る
事
は
？

　
❸ 

市
制
施
行
さ
れ
る
阿
見
町
に
望
む
こ
と
は
？

　
❹ 

阿
見
町
で
好
き
な
ス
ポ
ッ
ト
は
？

　
❺ 

今
後
の
目
標
や
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

小こ
ば
や
し林

　
茉ま

緒お

（
阿
見
中
出
身
）

　
❶�

B
♭
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
す
。

　
❷  
部
活
動
と
の
両
立
で
す
。
今
年
か
ら
は
去
年
よ
り

も
勉
学
・
部
活
動
と
も
に
質
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。

　
❸ �

小
さ
な
子
ど
も
達
が
み
ん
な
で
遊
べ
る
よ
う
な
場
所

が
沢
山
あ
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
生
が
職
場
体
験
な
ど
が
出
来
る
と
、
良
い

経
験
が
出
来
て
素
敵
だ

と
思
い
ま
す
。

❹ �

予
科
練
平
和
記
念
館
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
な
か
な
か
直

接
戦
争
に
つ
い
て
お
話
を

伺
う
機
会
が
少
な
い
中

で
、
沢
山
の
事
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。

❺ �

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
全
日
本

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
行

き
、金
賞
を
取
る
事
で
す
。

ま
た
、
多
く
の
方
々
に

感
動
し
て
頂
け
る
様
な

演
奏
を
目
指
し
て
い
き
た

い
で
す
。

長な
が

岡お
か

　
里り

紗さ

（
阿
見
中
出
身
）

　
❶ �

ア
ル
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
す
。

　
❷ �

家
に
帰
っ
て
か
ら
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
の
で
授
業
を
真
面
目
に
受
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
❸ �

阿
見
町
の
良
さ
（
ヤ
ー
コ
ン
、
小
玉
ス
イ
カ
な
ど
の

名
産
や
綺
麗
な
桜
な
ど
）
を
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て

貰
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
❹ �

茨
大
農
学
部
の
桜
通
り
で
す
。

　
❺ �

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
&
日
本
一
の
バ

ン
ド
に
な
る
事
で
す
！

高た
か

野の

　
友う

ず
き希

（
竹
来
中
出
身
）

　
❶ �

B
♭
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
す
。

　
❷ �

苦
手
な
教
科
を
克
服
す
る
事
で
す
。

　
❸ �

大
型
の
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
が
で
き
て
色
々

な
所
か
ら
人
が
集
ま
る
よ
う
な
発
展
を
し
て
欲
し
い

で
す
。
友
人
と
遊
べ
る
場
所
が
な
か
な
か
無
い
の
で

飲
食
店
な
ど
も
増
え
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
❹ �

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
山
岡
家
で
す
。

　
❺ �

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
で
す
！

川か
わ

上か
み

　
遥は

る
き哉

（
阿
見
中
出
身
）

　
❶ �

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
で
す
。

　
❷ �

復
習
に
力
を
入
れ
て
習
っ
た
事
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

で
す
。

　
❸ �
商
業
施
設
を
充
実
さ
せ
た
り
文
化
事
業（
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
や
吹
奏
楽
団
等
の
演
奏
会
）を
し
て
欲
し
い
で
す
。

　
❹ �

茨
大
前
や
医
療
大
学
前
の
桜
並
木
や
さ
わ
や
か
セ
ン

タ
ー
の
広
場
で
す
。

　
❺ �

今
年
の
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、

悔
い
の
な
い
演
奏
を
し
て
金
賞
を
取
る
事
で
す
。
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